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三
谷
さ

《
改
善

し
た
内
続
い

頂
き

、

現
場

第31号

発行日 2013年3月15日

発行者 部長会

《
出
来
映
え
は
い
か
が
で
す
か

ア
ド
バ
イ
ス
も
く
れ
柔
軟
に
対

又

、
現
場
で
一
緒
に
働
く
仲

ま
し
た

。

整
理
・
整
頓
の
重
要
性

、
改
善

［連絡先］

改
善
活

江
口
所

自
分
に

株式会社ミヨシ・ロジスティックス　社内報「すまいる」（月刊）　　　

活
動
の
中
か
ら
序
列
グ
ル
ー

プ
の
改
善
事
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す

。

葉
を
頂
き
ま
し
た
が

、
今
号
で
は

、
各
事
業
所
が
取
り
組
ん
で
き
た
改
善
実
践

前
号
に
お
い
て

、
改
善
実
践
活
動
の
必
要
性
に
つ
い
て
副
社
長
よ
り

、
お
言

た
い
と
思
い
ま
す

。

三
谷
さ
ん
：
更
な
る
作
業
ロ
ス

《
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
教
え

お
り
ま
す

。

三
谷
さ
ん
：
狙
い
通
り
の
レ
イ

【
作
業
分
析
か
ら
の
問
題
点
の
洗
い
出
し
】

●
作
業
量
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る

●
物
探
し
、
調
査
の
時
間
が
多
い

●
物
の
取
扱
い
が
多
い

●
職
場
内
に
不
活
動
部
品
が
多
い

●
新
人
教
育
の
エ
リ
ア
が
無
い

●
作
業
の
標
準
化
が
不
十
分

【
改
善
推
進
責
任
者
の
三
谷
リ

【
実
行
し
た
具
体
的
な
改
善
案
】

●
不
活
動
部
品
の
整
理
整
頓
で
エ
リ
ア
創
出

●
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
で
作
業
密
度
の
向
上
と

動
線
の
短
縮

●
調
整
部
品
棚
の
設
置
と
仕
組
み
作
成

●
約

種
類
の
サ
ブ
ア
ッ
シ
ー
の
標
準
化

●
新
人
が
即
対
応
で
き
る
作
業
集
約

【
テ
ー
マ
】

収
益
率
向
上
活
動

【
収
益
率
向
上
活
動
の
考
え
方
と
進
め
方
】

ロ
ス
の
排
除
と
合
理
化
改
善
で
作
業
の
編
成
効
率
向
上
を
図
り
、
目
標
を

達
成
す
る
べ
く
活
動
を
進
め
た
。

【
狙
い
】

●
ト
コ
ト
ン
最
適
な
方
法
を
追
求
し
、
操
業
変
動
へ
柔
軟
に
効
率
的
に
対

応
出
来
る
体
制
づ
く
り

●
き
め
細
や
か
な
人
材
の
活
用
と
適
正
配
置
で
収
益
力
の
強
化
を
目
標
に

活
動
推
進
す
る

●
収
益
向
上
に
向
け
た
改
善
活
動
を
通
し
改
善
を
行
え
る
人
の
育
成

新人教育を含めた

ユーティリティーエリア

２月達成できました！

生産性指数

生産性評価指数

調整部品管理エリア

効果：探すロス時間の

大幅な短縮

100

Smile

本
運
動
は

、
広
く
国
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り

、
交

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
平
成
二
十
五
年
四
月
六
日
～

十
五
日

）

http://www.miyoshi-log.co.jp

http://k-j-support.com/

http://www.cafeasan.jp/

http://dera-uma.net/

http://www.wangxingji.jp/

運
動
の
基
本
は

、
少
子
化
が
進
む
中

、
次
代
を
担
う
子
供
の
か
け
が
え

労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
防
衛
省
他

。

ま
す

。
主
催
は
内
閣
府
・
警
察
庁
・
総
務
省
・
法
務
省
・
文
科
省
・
厚
生

す
る
事
に
よ

っ
て

、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
い

、
国
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

通
ル
ー

ル
の
厳
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
共
に

通
事
故
死
者
数
全
体
の
約
半
数
を
占
め

、
そ
の
減
少
が
強
く
求
め
ら
れ
て

習
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
事

、
ま
た
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
は

、
交

事

、
特
に
こ
の
時
期
は
新
入
学
児
童
等
に
交
通
ル
ー

ル
や
交
通
マ
ナ
ー

を

る
な
ど

、
依
然
と
し
て
道
路
に
お
い
て
子
供
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

も
か
か
わ
ら
ず

、
通
学
中
の
児
童
が
多
数
死
傷
す
る
交
通
事
故
が
発
生
す

の
な
い
命
を

、
社
会
全
体
で
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
に

導

、
保
護
・
誘
導
活
動
の
促
進
な
ど
で
す

。

齢
の
歩
行
者
・
電
動
車
利
用
者
・
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
指

学
時
期
を
と
ら
え
た
交
通
安
全
教
育
・
広
報
啓
発
の
促
進

、
街
頭
で
の
高

主
な
推
進
項
目
は

、
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
入
園
・
入

「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

」
を
テ
ー

マ
に
展
開
し
て
行
き
ま
す

い
る
こ
と
か
ら

、
こ
れ
ら
の
交
通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
処
す
る
為
に

、

の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
事
を
ふ
ま
え

、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
活
用

利
用
者
の
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と

、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
に
対
す
る
国
民

る
中

、
自
転
車
関
連
事
故
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
お
り

、
自
転
車

の
根
絶
が
上
げ
ら
れ
ま
す

。
特
に
自
転
車
に
関
し
て
は

、
利
用
が
増
大
す

ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

、
飲
酒
運
転

ま
た
全
国
重
点
項
目
と
し
て

、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

、
車
の
シ

女性： 10 人

2103年3月15日 現在

れ
も
ご
安
全
に
！

に
出
る
こ
と
が
増
え
ま
す

。
自
転
車
に
乗
る
機
会
も
増
え
ま
す

。
く
れ
ぐ

い
き
ま
す

。
こ
れ
か
ら
は
気
候
も
穏
や
か
に
な
り

、
子
供
・
高
齢
者
も
外

街
頭
指
導
の
強
化
等
に
よ
る
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
徹
底
を
推
進
し
て

し
た
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
ル
ー

ル
・
交
通
マ
ナ
ー

の
周
知
と

、

[グループ会社]

総員： 23 人

男性： 13 人

男性： 99 人

女性： 60 人

TEL 042 779 6619

FAX　042-779-9594

［従業員数］

総員： 159 人

さ
ん
：
最
初
は
初
め
て
の
事
だ

っ
た
の
で

、

善
後
の
感
想
は
？

》

内
容
を
ご
紹
介
致
し
ま
す

。

い
て

、
三
谷
リ
ー

ダ
ー

に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

、
変
化
し
た
事
が
理
解
出
来
ま
し
た

。

場
で
改
善
前
・
改
善
後
の
姿
を
説
明
し
て

か
？

》

対
応
し
て
く
れ
た
事
に
感
謝
で
す
ね

。

仲
間
が
私
の
改
善
の
方
向
に
対
し

、
意
見
・

善
活
動
の
進
め
方
等

、
非
常
に
勉
強
に
な
り

活
動
を
行
い
ま
し
た

。
終
え
て
み
る
と

、

所
長
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
今
回

、

に
出
来
る
の
か
不
安
だ

っ
た
の
で
す
が

、

ス
を
洗
い
出
し

、
改
善
活
動
を
進
め
て
い
き

え
て
下
さ
い

。

》

イ
ア
ウ
ト
変
更
は
で
き
ま
し
た

、
満
足
し
て

ブログ毎日更新中！

無錫小籠包 王興記
wang xing ji

リ
ー
ダ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

作業の集約エリア（１）

効果：動線の短縮

作業の集約エリア（２）

効果：動線の短縮

http://www.wangxingji.jp/



Ｎ
さ
ん
は
会
社
の
防
災
訓
練
に

「
想
定
外
の
防
災
訓
練

」

で
す

。

震
の
後
に
社
内
で
火
災
が
発
生
し

導
を
忘
れ
て

、
自
分
だ
け
屋
外
に

動
揺
し
た
Ｎ
さ
ん
は

、
ど
う
し

う
報
告
の
後

、
負
傷
者
を
避
難
場

消
火
係
に
な

っ
た
Ｎ
さ
ん
は

囲
の
人
た
ち
に
的
確
な
報
告
・
連

自
分
の
行
動
を
振
り
返
り

、

こ
で
初
め
て
我
に
返
り
ま
し
た

所
に
到
着
す
る
と

、

「
順
番
が
違

防
災
訓
練
で
思
わ
ぬ
経
験
を
し

と
痛
感
し
た
の
で
し
た

。

用
で
き
ず

、
想
定
ど
お
り
の
報
告

て
し
ま
い
ま
し
た

。
し
か
し
消
火

二
〇
一
三
年

三
月
号

た
Ｎ
さ
ん
で
す

。

そ
の
意
識
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら

し
た

。

そ
れ
以
上
の
こ
と
が
起
こ
る
か
も

旅
人
気
分
で
の
ん
び
り
歩
い
て
み

頭
上
か
ら
木
漏
れ
日
が
差
し
込
む

約
二
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
植
樹

江
戸
か
ら
日
光
東
照
宮
へ
の
参

そ
の
長
さ
は
三
五
四
．
一
㎞
で
す

に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た

。

世
界
最
長
の
並
木
道
と
し
て
ギ

「
災
害
へ
の
危
機
意

【
日
光
杉
並
木
（
栃
木

探
訪

日
本
の
名

～
関
東
（
栃

4 月行事予定

に
参
加
し
ま
し
た

。
震
度
６
を
超
え
る
地

し

、
数
名
の
負
傷
者
が
出
た
と
い
う
設
定

に
避
難
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す

。
避
難
場

し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず

、
負
傷
者
の
誘

う
す
ぐ
G
W
で
す
よ
～

！

温
に
体
調
等
を
崩
さ
な
い
よ
う

、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
下
さ
い

。
も

今
年
の
ス
タ
ー

ト
は
本
当
に
寒
か

っ
た
で
す
ね

。
い

っ
き
に
変
わ
る
気

◆
Ａ
Ｄ

大
島

力
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

際
に
現
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い

、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た

。
ご
協

場
所
ま
で
安
全
に
誘
導
す
る
こ
と
に
な

っ

、

「
火
が
強
す
ぎ
て
消
化
に
失
敗

」
と
い

連
絡
・
相
談
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

》

《
想
定
外
の
こ
と
が
起
き
た
時
こ
そ

、
周

。違
う
だ
ろ
う

」
と
同
僚
か
ら
言
わ
れ

、
そ

し
た
Ｎ
さ
ん
は

、

《
本
当
の
災
害
時
に
は

、

前
回
か
ら

、
序
列
Ｇ
の
改
善
に
つ
い
て
特
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

。
実

◆
編
集

小
船

告
が
で
き
ま
せ
ん

。

火
栓
の
近
く
に
あ
る
専
用
の
電
話
器
が
使

第１週目 幹部連絡会（本社会議室／12：30～）

第３週目 全社安全衛生委員会（本社会議室/16：30～）

号

職
場
の
教
養

二
十
九
ペ
ー

ジ
よ
り

ら

、
必
要
な
注
意
力
を
養
う
よ
う
に
な

っ

も
し
れ
な
い

》
と
危
機
意
識
を
強
く
し
ま

み
た
い

。

む
中
を

、
昔
の

樹
さ
れ
ま
し
た

。

参
道
と
し
て

、

す

。

ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク

【
社
団
法
人

倫
理
研
究
所

】

編
集
後
記

意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」

木
県
）
】

名
所栃

木
）～

IOCとは？？（International  Olympic  Committee）

国際オリンピック委員会。

近代オリンピックを主催する団体であり、また

オリンピックに参加する各種国際スポーツ統

括団体を統括する組織です。

本部はスイス・ローザンヌ。国連等の国

際機関の一つと思われがちであるが、非

政府の非営利団体であり、運営資金は

主に放送権料販売とスポンサーシップ収

入によります。


